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一
日
の
み
あ
れ
祭
か
ら
始
ま
り
三
日
間
斎
行
さ
れ
た
秋
季
大

祭
は
、
連
日
晴
天
に
恵
ま
れ
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
参
拝

者
で
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
、
高
宮
神
奈
備
祭
が
厳
か
に
斎
行
さ

れ
た
の
ち
幕
を
閉
じ
た
。

十
月
一
日

「
み
あ
れ
祭
」

朝
方
、
薄
雲
で
覆
わ
れ

た
天
気
の
な
か
午
前
八

時
三
0
分
中
津
宮
（
大
島
）

で
、
奉
賛
会
・
神
輿
奉
仕

者
・
御
座
船
々
長
・
一
般

参
列
者
な
ど
多
く
の

方
々
に
見
守
ら
れ
る
な

か
出
御
祭
が
斎
行
さ
れ

た
。
先
の
神
迎
え
神
事
に

て
中
津
宮
本
殿
に
奉
安

さ
れ
て
い
た
沖
津
宮
御

神
璽
と
中
津
宮
御
神
璽

を
そ
れ
ぞ
れ
の
神
輿
に

宗

I 
つきなみ

I 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時
高宮祭

第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(15 日）

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

11 月祭事暦］

|3日明治祭
午前10時～

|23日新嘗祭
午前 1 1 時～

『
日
本
人
の
心
の
故
郷
』

来
る
平
成
二
十
五
年
、
宗
像
三
神
の
親
神

様
に
あ
ら
れ
ま
す
皇
祖
・
天
照
大
御
神
を

主
祭
神
と
し
て
お
祀
り
申
し
上
げ
る
、
伊

勢
の
神
宮
に
於
て
我
が
国
挙
げ
て
の
一

大
事
業
で
あ
る
第
六
十
二
回
神
宮
式
年

遷
宮
を
迎
え
る
▼
こ
の
式
年
遷
宮
は
天

武
朝
の
御
代
に
制
度
化
さ
れ
、
そ
し
て
先

帝
の
迫
志
を
継
ぐ
形
で
持
統
朝
の
御
代

始
め
に
斎
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
二
十
年

に
一
度
、
皇
大
神
宮
・
豊
受
大
神
宮
の
両

御
正
殿
を
始
め
諸
殿
舎
、
御
装
束
、
神
宝

に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
を
古
式
の
ま
ま

に
新
し
く
造
り
替
え
、
御
祭
神
に
新
宮
へ

お
遷
り
い
た
だ
く
重
儀
で
あ
り
、
神
宮
が

「
古
く
て
、
新
し
い
お
宮
」
と
云
わ
れ
る
所

以
で
あ
ろ
う
▼
神
道
は
、
結
び
と
生
み
の

信
仰
だ
と
言
わ
れ
る
。
祭
に
よ
り
神
と
人

を
結
び
、
そ
れ
に
よ
り
神
も
人
も
新
し
い

力
を
得
、
若
々
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
。
蘇

り
、
即
ち
御
生
れ
（
み
あ
れ
）
こ
そ
が
神
道

の
神
髄
と
い
え
る
▼
神
宮
の
遷
宮
を
迎

え
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
は
日
本
人
ら

し
さ
を
取
戻
し
、
国
家
・
皇
室
の
永
久
の

弥
栄
を
約
束
さ
れ
る
▼
古
代
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
日
本
精
神
・
伝
統
・
文

化
美
術
・
工
芸
建
築
そ
れ
ら
す
べ
て
を

二
十
年
の
サ
イ
ク
ル
で
永
遠
に
後
世
へ

伝
え
て
い
く
こ
の
祭
儀
の
重
大
性
を
弾

く
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
遷
宮
に

よ
り
、
我
が
国
が
戦
後
失
い
つ
つ
あ
る
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立
さ
れ
、
真
の

「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(
N
.
M
)
神具・装束

令井 六
r

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

電話福岡 (Oq 2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
電話(075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

燥式会社女江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sh a.or.j p/ 



第561 号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成19年 1 1 月 1 日木曜日 g
 

わ輿を田 行待飾五先奉
れに終島一わつら白導安
て奉え一方れ大れののし
い安た；そた島た吹も天
t~;畠笠閾゜塁 9 門と舟
て宮則、 で 0 一波

;e 翡晶 畠足こ切悶
港璽に竺 上の盆贔鼓
髯が儡儡 悶喜應門儡
か神祭市 がので．の

i............-------................---------------------------------•------..............................--

よみの無年たつて奉分に
' ‘か事 r° 神出船先載沖
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祭午導協バ三の状斎宮湊安輿 湊み
一頃さ会イ台後と行まのさは船港始
日‘れ広．の‘児‘で海れいかにめ

零念函塁J卜ゞ塁髯涵悶で魯箪；畠悶贋
胃： ：：翡消fヽ忠盆磁零悶皐甘全言 K 塁
、御ま防宗宗神呈仕し高に海れ゜か

..宮さで自像像璽さ者、台担魚た 御
司れ神動交警をれに頓にが市三 座
祝秋幸車通察載つは宮あれ場基 船

A 詞季゜に安署せt~感祭るてにの は
！奏大正先全白たそ謝を頓神奉神 神

................................................................................—.... ｷ • ------ｷ • ------ｷ --------------ｷ • ----------• ｷ • -------ｷ " "—- -• • ------------

がるルをけ名垂納神 十 れ韮上
起との三神式姿さ事二ニ月 神地の
こ拝的頭門のにれが日ーー 前方後
つ観にが前後威た宮午日日 に風に

芯嘉門塁届入悶吋木前祭 奉俗保
たらを。け馬正手目貸ー 納舞雙
゜は定地ら共しが氏か 噸 しが菜
盛め上れに本烏らら t:9 月
んて七た祓殿帽には
な矢メ馬いで子よ流 によ
拍を 1 場をのとり鏑 舞る
手射卜道受命直奉馬 わ主
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の喜二鎮奉
奉多日國幣午
仕流祭寺使前
に面が住・十
ょ津嚢職宮一
り、忠打に地時

悶覧〗畠目菜
贋 □ 祠門贔夏
・ー岡た幣部
鼓社市だ使神
の中のき・職
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ーマ℃0 : -- • -----• 
．．人、·

,̀ 9 嗚
り
物
に
合
わ
せ
『
翁
舞
』
が
神
前
ー
祭
が
斎
行
さ
れ
、
地
元
玄
海
中
学
れ
ぞ
れ
分
か
れ
秋
季
大
祭
が
執
り
括
る
高
宮
神
奈
備
祭
が
斎
行
さ
れ
神
威
の
無
窮
を
祈
念
す
る
祭
典
で

に
奉
納
さ
れ
た
。
こ
の
舞
を
見
よ
校
の
女
子
生
徒
四
名
に
よ
る
『
浦
行
わ
れ
た
。
た
。
こ
の
祭
典
は
再
会
さ
れ
た
宗
あ
る
。

う
と
詰
掛
け
た
多
く
の
参
拝
者
安
の
舞
』
が
奉
納
。
正
装
に
身
を
包
ま
た
、
午
後
二
時
か
ら
は
拝
殿
像
女
神
に
秋
季
大
祭
の
無
事
斎
行
夕
闇
の
定
刻
、
斎
館
前
か
ら
太

は
、
風
雅
な
舞
に
し
ば
し
見
入
っ
ん
だ
生
徒
達
は
緊
張
し
た
面
持
ち
に
て
南
坊
流
瀧
口
社
中
に
よ
る
献
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
宰
府
天
満
宮
神
職
と
当
社
の
神
職

て
い
た
。
ま
た
こ
の
二
日
祭
で
は
、
だ
っ
た
が
、
舞
い
始
め
る
と
学
校
茶
祭
が
奉
仕
さ
れ
、
門
下
生
が
見

4

勺
•
~
^
J
'

氏
子
会
よ
り
奉
幣
詞
奏
上
も
行
わ
]
帰
り
の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
表
｛
守
る
な
か
瀧
口
宗
芳
氏
に
よ
る
お
[

れ
た
。
れ
、
そ
の
姿
は
大
人
び
て
し
な
や
·
点
前
が
披
露
さ
れ
、
点
て
ら
れ
た
·

：
か
な
舞
は
参
拝
者
を
魅
了
し
た
。
i
お
茶
は
神
前
へ
供
え
ら
れ
た
。

十
月
三
日
・
こ
の
三
日
祭
終
了
後
に
は
、
高
[

「
三
日
祭
」
]
呂
•
第
二
宮
•
第
三
宮
・
宗
像
護
国
i
「
高
宮
神
奈
備
祭
」
[

三
日
は
午
前
十
一
時
か
ら
三
日
神
社
に
奉
仕
神
職
、
参
列
者
が
そ
午
後
六
時
、
秋
季
大
祭
を
締
め

-m 
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が
奏
で
る
雅
楽
に
先
導
さ
れ
宮
司
一
中
、
宮
司
祝
詞
奏
上
、
古
歌
奉
唱
、
．
を
締
め
括
る
に
相
応
し
い
見
事
な

以
下
奉
仕
者
が
列
を
成
し
、
足
下
一
天
満
宮
巫
女
に
よ
る
『
悠
久
の
舞
』
]
舜
と
な
り
、
滞
る
事
無
く
秋
季
大

を
氏
子
青
年
会
々
員
の
方
々
に
提
：
が
奉
奏
さ
れ
、
一
同
感
動
し
た
様
一
祭
が
終
了
し
た
。

燈
で
照
ら
し
て
頂
き
な
が
ら
高
宮
一
子
で
あ
っ
た
。
悠
久
の
舞
は
大
祭
一

ま
で
参
進
。
高
宮
に
到
着
し
た
こ
一

ろ
辺
り
は
す
っ
か
り
暗
闇
に
包
ま
口

れ
、
松
明
、
提
燈
の
明
か
り
だ
け
が
[

燈
さ
れ
た
祭
場
は
古
代
祭
祀
を
窺
i

わ
せ
、
そ
の
場
に
い
た
総
て
の
人
一

は
そ
の
厳
か
さ
に
身
の
引
締
ま
る
i

思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
一

各奉仕者は下記の通り

◆海上神幸、奉仕船◆
沖津宮御座船

荒神丸（鐘崎漁港・岩瀬健次）

中津宮御座船

沖津丸（宗像漁協大島支所・沖西豊幸）

辺津宮御座船

健栄丸（宗像漁協神湊支所・三苫健二）

沖津宮先導船

第二健栄丸（宗像漁協神湊支所・三苫英了）

中津宮先導船

千寿丸（宗像漁協福間支所・廣渡

花火船

第三海漁丸（宗像漁協大島支所・沖西一宏）

報道船

みたけ（宗像漁協大島支所船）

均）

◆陸上神幸、奉仕車◆
御座車

（梱新出光／西久大運輸倉庫（株）

宗像地区タクシー協会（みなとタクシー（株））

先導車

宗像観光協会／宗像地区交通安全協会

宗像市消防団第十一分団

供奉車

宗像市消防団第十二分団

玄海ホテル旅館組合

◆主基地方風俗舞奉仕者◆
舞方…清水陽介・深田龍介•福崎武志・岩佐恭行

歌方…石津典秀・中野修•吉田敏幸・岩佐洋一・中野正徳

◆氏子会奉幣使◆
花田義男（宗像市三郎丸）

◆流鏑馬射手奉仕者◆
古川師・木稲修一・木稲貴史

◆浦安の舞奉仕者◆
権田汐里・添田葵•朝長郁美・松尾彩菜
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脇
差
と
槍
を
奉
納
q沼

去
る
十
月
七
日
、
当
大
社
へ
梶
·
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に

山
幸
雄
氏
所
蔵
の
脇
差
一
口
と
槍
]
拝
殿
で
記
念
の
撮
影
。
こ
一
家
は

一
口
が
奉
納
さ
れ
た
。
梶
山
氏
は
·
皆
、
幸
雄
氏
の
こ
遺
志
実
現
に
晴
れ

永
く
刀
剣
の
愛
好
家
で
武
器
な
ど
]
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。

を
収
集
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
四
]
奉
納
の
脇
差
は
銘
兼
定
で
招

年
に
他
界
。
収
集
品
を
当
大
社
へ
納
．
付
、
室
町
時
代
後
期
の
美
濃
の
脇

め
た
い
と
い
う
こ
本
人
の
こ
遺
志
に
．
差
で
あ
る
。
ま
た
、
槍
は
無
銘
で
、
江

よ
り
、
こ
の
度
の
奉
納
と
な
っ
た
。
二
戸
時
代
後
期
の
肥
前
の
槍
と
伝
え

当
日
午
前
十
時
か
ら
辺
津
宮
本
]
る
°
共
に
、
十
月
二
十
八
日
か
ら
当

殿
で
奉
納
式
を
斎
行
。
梶
山
氏
夫
：
大
社
神
宝
館
で
開
催
中
の
「
宗
像

人
の
和
子
氏
の
ほ
か
、
お
孫
さ
ん
ま
i
大
社
刀
剣
展
」
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。

で
含
め
て
八
名
が
参
列
し
た
。
祭
]
当
大
社
は
奉
納
頂
い
た
脇
差
、

典
後
、
高
向
権
宮
司
よ
り
感
謝
状
―
槍
を
大
切
に
後
世
へ
伝
え
て
い
く

所
存
で
あ
る
。
こ
の
度
の
こ
奉

納
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

「O＼
宗
像
市
の
梶
山
氏
ー

5
 

成
に
よ
る
出
版
記
念
ラ
イ
ブ
会
場

一
へ
と
移
動
の
為
、
当
大
社
を
後
に

一
し
た
。

ら

十
月
十
四
日
、
原
知
遥
著
「
神
代
．
典
は
滞
り
無
く
終
了
、
引
き
続
き
ー
、

d

の
女
神
」
（
闊
梓
書
院
発
行
）
が
発
本
殿
に
て
劉
宏
軍
氏
に
よ
り
六
つ
，

行
さ
れ
、
そ
の
発
刊
イ
ベ
ン
ト
が
の
珍
し
い
楽
器
を
使
い
六
曲
の
古
i

当
大
社
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
」
楽
が
奉
納
さ
れ
る
と
参
列
者
、
ま
·

午
前
十
一
時
三
十
分
全
国
各
地
i
た
一
般
の
参
拝
者
も
足
を
止
め
そ

よ
り
発
刊
を
祝
う
参
加
者
約
七
十
一
の
音
色
に
聴
き
入
っ
た
。

名
が
参
集
、
正
午
よ
り
本
殿
に
お
祭
典
終
了
後
、
清
明
殿
へ
と
移
[

い
て
、
発
刊
の
奉
告
祭
併
せ
そ
れ
]
動
し
式
典
並
び
昼
食
会
が
開
か
れ
．

に
伴
う
神
恩
感
謝
祈
願
祭
が
斎
行
·
る
と
、
参
加
者
よ
り
発
刊
を
祝
う
i

さ
れ
た
。
書
籍
奉
納
・
祝
詞
奏
上
・
言
葉
が
次
々
と
交
わ
さ
れ
和
や
か
·

神
楽
奉
奏
に
続
き
原
知
遥
氏
、
ま
i
に
会
は
終
了
と
な
っ
た
。
会
食
後
、
[

た
秩
父
今
宮
神
社
塩
谷
治
子
宮
司
一
行
は
高
宮
を
参
拝
さ
れ
、
第
二
i

]
 

が
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
さ
れ
、
祭
．
部
の

D

J
ド
ラ
ゴ
ン
・
い
し
だ
壱
．

知
遥
氏
神
恩
感
謝
祈
願
並
び

「
神
代
の
女
神
」
出
版
奉
告
祭

はら ちはる

原知遥

諒夢大陸•福岡コミュニティ
ー放送（梯代表取締役社長
神社研究家の顔も持ちp C. 
携帯サイト「夢神社」にて日本
の女神様を紹介中。

りゅう ほんじゅん

劉宏軍

音一楽監督作曲家笛演者映画
「フストエンペラー」で坂本龍
ー氏と共に作曲•演奏を担当
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見をの与を
え与島え見
てえ影‘つ
くたをまけ

喜；昴ほ合
、力、けじ且

ーら家イ とうピとりのる船方太とかでて太老ら忍贔銀
日五をコこ笑だ夕答知方ので面郎聞るあ日郎夕日銀球銭
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ビ海ルよきれれけてった唐膳和が二牢つ年蘭碇港港の長
千覧正りたたぞ長来た゜泊善泉あー屋た＾陀をにに南崎

ジ褒£の崎たヵ：賢に大守つ日にィ必［商お着入に港
包ピ米ヤ賞 ほ奉物の篠帰夫殿て、入 館ろいる至の
ぢクは互も信在｛！仇地太るをよ門塁だ合竺にして、時り入
忍竺伝ラて、盃文と内忍巴嘉讐よg丘悶冒云〉竺宮喜胃［
れ＋ーせ長をてり剣fこ七許孫‘前御堕。さ月ち行号砲号ぃ
な：喜象；己〖含五 I 塁塁盃倫胄編慧れよ唇篇塁冒嬰な
頭渡ア付てららだえあれは畠晋靡り＼悶翡閏麿 9 塁忽賃

月のあ八和、。、島
-ｷｷ--ｷ-ｷｷ-ｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷ--ｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ--ｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷｷ-ｷ-ｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-

ま音ぜど国今あがだば郎着ば
孫で信こんのこりう茫らをいれ孫
太のしんな果こ手な然く見ナこ 太
郎忘なな生i届をぎと言て見筑郎
はを弯は悶でそ嬰ぎと嘉詈竺：且

両塁門ぷ犀し彗きて、とい出‘人 1日崎
9 腐なを月舌腐腐号畠なず喜唇畠魯
M へ 問にたかかしでまた いへ駕

::i [::lバてらぷし叫
る世もら 聞てやるたそ九さ郎ると宝るあ中の

三gうよ丘似他再と‘fの人を住篠靡暦とり、に位
日ヵ、更ばとて家婚両九喜畠喜五太出十俗そ清牌
本な思、ん にし親人兄を‘を郎の二名れ入
漂さび浦ど 再たがのと思他見の常年孫を信
喜乏且塁喜 ［人烹塁珪畑、盟て、謡昴犀盃［虐
かさ郎あ たfなのにし亡自で命＋行と記

え店図g ぶ[ E ; "り悶ぷ忽虐且リ『ぞ K
れ、るま こをとを明しつ連。しハ七裏も
にうこは とつこ尋かたたの孫て日歳をの
けきとあ をれろねし。＋強太あ没、見が

（続）

ぃ
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_
`
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し
い
た
だ
し
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田

ウ
ト
子

北
九
州
市
八
幡
西
区

ほ炎
を
あ
げ
て
燃
え
つ
く
る
修
羅
も
あ
る
な
ら
む
猛
暑
を
せ
め
ぎ
緋
に
咲
く
カ
ン
ナ

｀
じ
て
今
年
の
誓
を
詠
っ
て
い
る
が
、
二
句
の
「
燃
え
つ
く
全
が
ま
ず
い
。
口
語
の
言
全
に
引
か
れ
て
ろ
く
る

l

国
国
体
形
に
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
「
燃
え
つ
く
の
終
止
形
が
い
い
。
ま
た
「
迂
め
ぎ

lも
同
意
語
の
「
う
ら
生
「
訴
へ

lは
ど
う
か
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

ほ
ふ
く

教
練
の
側
旬
全
進
を
思
び
出
づ
雄
び
じ
わ
に
碩
き
花
穂
の
立
て
ば

「
雄
ひ
じ
わ
」
は
雄
日
芝
の
こ
と
と
書
け
ば
、
学
校
で
軍
事
教
練
を
受
け
た
世
代
に
は
、

匿
直
ぐ
思
い
出
さ
せ
る
状
景
で
あ
る
。
暗
い
予
感
の
す
る
今
、
見
落
と
し
難
い
一
首
で
あ
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

野
ぶ
ど
う
の
あ
ま
た
付
き
た
る
実
の
色
に
び
か
れ
て
写
す
朝
の
道

目
結
句
は
体
言
止
め
で
な
く
「
叫
の
道
を
写
し
ぬ
」
と
し
た
こ
と
方
が
余
情
が

宗
像
市
久
巻
桔
梗

み
社
と
師
ら
の
さ
さ
へ
ぞ
あ
り
が
た
き
短
歌
大
会
の
応
募
こ
ぞ
の
数
越
す

般
の
部
の
応
募
作
品
数
は
昨
年
の
約
一
、
五
倍
の
二

0
六
首
と
か
、
事
務

匿
鳥
長
な
ら
で
の
喜
び
と
、
人
格
を
表
す
謙
虚
さ
の
に
じ
む
作
品
で
あ
る
。

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

赤
と
ん
ぼ
天
気
上
々
高
く
飛
び
群
、
輪
に
な
っ
て
穂
の
上
を
舞
う

＿
評
一
赤
蜻
蛉
の
さ
ま
を
よ
く
観
察
し
て
詠
っ
て
い
る
。

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

青
空
と
残
さ
れ
た
暑
気
そ
し
て
花
ギ
ン
ナ
ン
の
実
と
つ
く
つ
く
法
師

ち
ら
は
植
物
と
生
き
物
の
名
を
列
挙
し
て
季
節
の
移
り
を
詠
っ
て
い
る
。
た
だ

匿
犀
は
何
の
花
か
、
輩
に
花
と
言
え
ば
桜
の
事
を
指
す
の
で
注
意
し
て
欲
し
い
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

口
付
け
を
求
む
る
様
な
朝
顔
の
清
し
き
花
に
顔
を
近
づ
く

回
ば
《
鱈
口
。
け
を
求
む
る
や
う
な
」
と
し
た
処
が
お
手
柄
。
人
柄
が

吉
田

回

一
社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

-

佐
々
木

福
津
市
星
ヶ
丘
和
彦

山
鹿
な
る
千
人
踊
り
を
見
そ
び
れ
て
ま
た
も
ひ
と
夏
す
ぎ
て
し
ま
え
り

叩
紅
〖
尋
虹
0
め
ら
れ
た
憧
憬
と
甘
美
さ
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
派
ら
し
い
作
者

宗
像
市
南
井
田
有
久
衣

社
務
所
に
て
白
い
作
務
衣
の
中
学
生
「
ア
ル
バ
イ
ト
な
の
」
問
え
ば
う
な
ず
く

図
口
賃
喜
汀
信
誌
い
遭
一
三
直
汀
し
、
四
句
は
「
聞
く
」
を
示
す
「
と
」

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

徳
島
の
友
よ
り
今
年
も
送
り
来
し
ス
ダ
チ
の
香
る
朝
の
食
卓

団
い
げ
。
の
香
り
か
ら
ほ
の
ぼ
の
と
立
ち
上
っ
て
く
る
友
の
情
愛
を
味
わ
っ
て

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

ぁ

九
千
部
の
山
の
霊
気
に
生
れ
し
蝶
も
つ
れ
も
つ
れ
て
高
く
舞
ひ
け
り

の
蝶
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
「
山
の
霊
気
」
と
表
現
し
た
。
結

回
□尉
戸
ビ
い
す
「
け
り
」
で
な
く
「
舞
ひ
ゆ
く
」
と
現
在
形
に
す
る
の
が
い
い
。

う
き
は
市
羽
向
則
正

亡
き
父
の
戦
死
せ
る
と
い
ふ
中
国
の
桂
林
に
来
て
小
石
拾
ゐ
き

酌
伝
え
聞
き
を
表
す
「
と
い
ふ
」
を
生
か
す
に
は
上
句
を
「
我
が
知
ら
ぬ
父
が

戦
死
せ
し
と
い
ふ
桂
林
に
」
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

福
岡
市
中
央
加
野
志
の
ぶ

彼
岸
回
に
合
い
た
る
友
は
九
十
と
仏
の
如
き
笑
を
た
た
え
て

の
色
ん
な
も
の
を
見
て
来
た
九
十
歳
の
齢
が
生
ん
だ
仏
の
よ
う
な
笑
い
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
よ
う
に

回
鱈
た
い
も
の
で
あ
る
。
「
九
十
と
」
は
「
九
十
歳

l、
「
笑
を
た
た
え
て
j
は
「
笑
み
を
た
た
え
る
」
と
す
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

那
覇
空
港
爆
発
事
故
よ
り
無
事
脱
出
九
十
秒
の
時
ぞ
尊
し

回
同
じ
九
十
で
も
こ
ち
ら
は
僅
か
九
十
秒
で
あ
る
。
人
の
生
命
の
大
切
さ
を

切
実
に
知
る
作
者
な
ら
で
は
の
「
時
ぞ
尊
し
」
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
は
、

形
に
い
か
に
か
か
は
る
や

魯
山
人
の
大
皿
何
も
語
ら
ず

筆
太
に
色
紙
に
魯
山
人
書
け
り

「
生
の
持
味
」
「
品
質
即
料
理
」

妻
は
風
邪
吾
は
ぎ
っ
く
り
腰
に
臥
し
年

5
-

ぴ
え
び
え
と
あ
り
家
具
も
書
籍
も
、
・
＇
J

浮

区

秋
の
宗
像
大

」
社
と
い
え
ば

「
菊
ま
つ
り
」
で
す
。
西
日
本
最
大
の

菊
花
展
で
、
境
内
中
に
約
三
千
鉢
の

菊
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
ご

覧
下
さ
い
▼
文
化
の
秋
、
数
あ
る
神

賑
行
事
の
中
で
も
、
菊
花
展
に
次
い

で
歴
史
を
有
し
て
き
た
の
が
「
献
詠

短
歌
大
会
」
で
し
た
。
し
か
し
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
昨
年
三
十
五
回
を

以
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
▼
と
こ
ろ

が
そ
の
後
、
宗
像
の
短
歌
愛
好
家
を

中
心
に
「
運
営
の
全
て
を
市
民
•
愛

好
家
ら
実
行
委
員
会
で
行
う
の
で
、

継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
熱
意

に
神
社
も
動
か
さ
れ
、
継
続
す
る
こ

と
を
了
承
し
ま
し
た
▼
そ
し
て
今

回
集
ま
っ
た
詠
草
の
数
は
、
神
社
運

営
時
は
＿
五

0
首
前
後
で
あ
っ
た

の
対
し
、
小
・
中
・
高
校
生
ま
で
部
門

を
拡
げ
、
そ
の
数
一
、
一
＿
ハ
首
。
高

校
生
の
出
品
が
特
に
多
く
、
地
元
宗

像
高
校
に
よ
る
六
四
一
首
の
出
品

は
頼
も
し
く
思
う
と
同
時
に
、
も
っ

と
早
く
一
般
の
方
に
引
き
継
ぐ
べ

き
だ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た

▼
神
社
側
が
伝
統
文
化
護
持
の
名

の
下
に
開
催
し
た
も
の
で
な
く
、
市

民
、
愛
好
家
自
ら
が
神
前
で
の
開
催

を
切
望
し
、
そ
の
運
営
に
あ
た
る
真

の
意
味
で
の
「
第
三
十
六
回
宗
像
大

社
短
歌
大
会
」
が
今
月
十
日
い
よ
い

よ
開
催
さ
れ
ま
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

昴
り
の
神
馬
暉
く
秋
祭

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

荒
立
て
て
間
の
神
輿
に
神
入
る
る

忍
集

ブ
。
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